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 [Overview and purpose of the course]
本科目（学校インターンシップ）で実施する実習は，大学での教職科目及び専門科目等で身に付け
た教育に対する知見に基づき，大学院での学修を活かして実際の教育現場で学ぶ意義ある機会であ
る。授業実践のみならず生徒への影響の重大さを認識し，教育実習に対する基本的な心構えや技能
を磨き，実習後の反省と総括から，今後に向けての展望がもてるようにする。

 [Course objectives]
(事前指導)
本科目（学校インターンシップ）で実施する実習に当たって， 実習生として必要な資質および高等
学校における教育実習や授業実践について理解し，目標をもつことができる。
・事前に実習校で実習への具体的な指導・助言を受け、準備に万全を期すること。
・各自が自らの課題を自覚し、その解決に努めること。
・実習校の探究的な学習についてその教育方針や伝統等を確認しておくこと。
（教育実習）
高等学校の探究的な学習に関する30時間の実習で、観察・参加・実習を通して、教育の実際を体験
的に理解する。理解が求められる具体的な内容は次のとおりである。
a. 高等学校の役割や機能についての理解ができる。
b. 高等学校に就学している生徒の実際についての理解ができる。
c. （主として）参加・実習を通し、高等学校の探究的な学習の実際について理解し、自身の専門性
を活かした関わり方ができる。
(総括)
探究的な学習に関する自分の教育実践について省察し，自らの優れた点と問題点・課題等を把握し，
職業としての教職に向けての今後の展望をもつことができる。

 [Course schedule and contents)]
授業計画
第１回　事前指導とオリエンテーション：実習にあたっての心構え、教育実習の内容と方法、実習
校との事前協議、学校インターンシップ実習日誌の使い方
第２回　教育実習（学校インターンシップ）：授業参観（生徒の実態を把握し、探究的な学習に関
する指導の考え方について学ぶ）
第３回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習を進める上で必要な知識・
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スキルの指導のあり方を学ぶ）
第４回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における課題設定指導のあ
り方を学ぶ）
第５回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における計画立案指導のあ
り方を学ぶ）
第６回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における調査の指導のあり
方を学ぶ）
第７回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における調査結果分析の指
導のあり方を学ぶ）
第８回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における成果報告の指導の
あり方を学ぶ）
第９回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習における成果発表・質疑の
指導のあり方を学ぶ）
第１０回　教育実習（学校インターンシップ）：授業実践（探究的な学習におけるまとめと振り返
りの指導のあり方を学ぶ）
第１１回　総括（成果と課題をまとめる）
＊ただし、授業回数は目安であり、学校での実習30時間を必須とする。

 [Course requirements]
本科目の受講を希望する者は、必ず4月9日（水）までにメールで奥村好美准教授に連絡すること（
メールアドレスは教育学研究科の教務窓口にて確認する事）。

 [Evaluation methods and policy]
実習校からの評価、実習日誌を総合評価する。

 [Textbooks]
高等学校学習指導要領、高等学校学習指導要領解説
 [References, etc.]
  （References, etc.）
オリエンテーションにおいて，教育実習（学校インターンシップ）に関する資料を配付する。

 [Study outside of class (preparation and review)]
実習先への挨拶や打ち合わせ等に要する時間は、実習30時間には入らないことを考慮しておくこと。

また、実習経験から十分な学びを得ることができるよう、探究的な学習に関して十分事前学習を行
なっておくこと。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


